
取付管埋設工事チェック表 

（1）工事写真：工事施工時は次の項目のうち必要な写真を必ず撮影する 

□着工前        工事箇所全体がわかるように撮影する 

□完成         着工前と同じ向きで撮影する 

□安全設備状況     交通整理員を配置した状況、保安施設設置状況を撮影する 

□舗装切断状況    掘削幅、舗装復旧幅別に分け撮影する 

□掘削状況      掘削状況、積込状況を撮影する 

□掘削完了       掘削深さ、掘削幅がわかるように撮影する（H1、W1） 

□仮設工       使用する矢板の長さがわかるように撮影する 

□ 〃        矢板に番号を記入し使用枚数がわかるように撮影する（L3） 

□ 〃        支保工の設置段数・長さがわかるように撮影する 

□土工延長       ますを据えた後に土工延長がわかるように撮影する（L2） 

□ 〃         構造物の幅（L5）、官民境界からますまでの距離（L6）がわか

るように撮影する 

□削孔状況       本管が塩ビ管の場合は必ずﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾎﾙｿｰを使用する 

□削孔完了      削孔完了後の本管の断面がわかるように撮影する 

□特殊接合材塗布状況  クラの部分に十分塗布した状況を撮影する 

□90°支管取付完了  マンホ－ルへ接続した場合はインバートの写真を撮影する 

□取付管布設状況    1 枚で撮れない場合は分割撮影する 

□取付ます底設置   自在継手の使用状況がわかるように撮影する 

□埋め戻し状況     20cm 毎の転圧状況を撮影する 

□仮復旧工       厚み（t=3cm）がわかるように撮影する 

□仮復旧工完了     延長と幅を撮影する 

□路床工        完成時の舗装の天端からの下がりを撮影する 

□下層路盤工      完成時の舗装の天端からの下がりを撮影する 

□上層路盤工      完成時の舗装の天端からの下がりを撮影する 

□表層工        延長と幅を撮影する（L4、W2） 

□区画線復旧完了   長さがわかるように撮影する 

□ます設置       ますの中にスタッフを立て深さがわかるように撮影する（H3、

H4） 

□ 〃         内蓋と外蓋の間隔（15cm）がわかるように撮影する 

□ 〃         完成時のますの天端から舗装の天端まで段差がある場合、下がりを

撮影する（H5） 

□ます蓋設置完了   ます蓋の表面がわかるように撮影する 

※黒板へは次の内容を記入する。 

1）工事名「取付管埋設工事（  －  ）」を記入する 

2）工事場所「福山市○○町○丁目地内」を記入する 

3）上記項目の工種を記入する 

4）業者名を記入する 

5）寸法などは必ず記入する 

６）日付を記入する 



（２）工事完成後提出書類：工事完成後は次の書類を速やかに提出する 

□工事写真（2 部） 

□工事請負請書の図面に工事施工寸法を記入（赤書）した比較図（１部） 

□位置図(2 枚) 

□取付管調書(2 枚) 

□各種伝票（伝票の原本が提出できないときはその写しでも可能） 

□交通整理員の伝票 

□マニフェストの写し 

□改良土納品伝票 

□掘削土搬入伝票 

□路盤材 

□アスファルト合材等 

□管理図 

□矢板展開図 

□舗装展開図等 

□道路使用許可証の写し 

□地下埋設物チェックリスト 

□工事着手前チェックリストの写し 

□取付管埋設工事チェック表 

 


